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宗

「
苦
布
蔽
上
の
儀
』

四
月
八
日
高
向
宮
司
、
漁
協
関
係
者
ら
が
宮
中
へ
参
内
し
、
賢

所
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
、
皇
太
子
・
同
妃
両
殿
下
、
三
笠
宮
家
へ
、

早
春
の
玄
界
灘
産
の
若
布
を
献
上
申
し
上
げ
た
。

こ
の
若
布
献
上
は
昭
和
三
十
八
年
の
第
一
回
か
ら
毎
年
行
わ

れ
、
海
洋
神
事
奉
賛
会
（
宗
像
・
鐘
崎
漁
協
で
構
成
）
会
員
が
、
潮

ー
の
荒
い
玄
界
灘
で
採
取
し
奉
納
、
そ
れ
を
神
職
・
巫
女
が
厳
選
し

形
を
整
え
規
定
の
量
を
袋
に
納
め
た
も
の
を
献
上
し
て
い
る
。

今
年
は
異
常
気
象
の
影
密
か
、
三
月
に
入
っ
て
も
一
向
に
若

布
の
生
育
が
見
ら
れ
ず
、
さ
ら

a

に
時
化
日
が
例
年
に
比
べ
多

＜
漁
に
出
る
こ
と
も
叶
わ
ず

関
係
者
は
非
常
に
気
を
揉
む

こ
と
と
な
っ
た
。
よ
う
や
く
三

月
中
旬
か
ら
採
取
が
開
始
さ

れ
、
伝
統
的
技
法
を
も
っ
て
乾

燥
さ
れ
た
板
状
の
若
布
が
奉

納
さ
れ
た
。

品
質
を
懸
念
し
て
い
た
が
、

「
献
上
若
布
だ
け
は
最
上
の
も

若布献J:.

員
]
口
]
言

な
事
で
相
談
を
行
っ
て
い
る
が
、
折
に
触
れ

て
巧
み
の
技
に
驚
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

例
え
ば
社
寺
建
築
に
は
建
物
の
基
礎
に
石
が

使
用
さ
れ
る
事
が
あ
り
、
石
に
合
わ
せ
て
柱

が
綺
麗
に
剖
り
抜
い
て
あ
る
。
ど
う
や
っ
て

石
に
合
わ
せ
て
掘
る
の
か
疑
問
に
思
う
が
大

エ
さ
ん
に
と
っ
て
は
当
然
の
こ
と
ら
し
い
。

ま
た
柱
と
桁
を
つ
な
ぐ
場
所
に
蛙
叉
と
呼
ば

れ
る
組
木
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
単

な
る
飾
り
で
は
な
く
一
箇
所
に
力
が
集
中
し

な
い
よ
う
に
分
散
さ
せ
る
役
割
が
あ
る
と
の

事
。
柱
を
立
て
る
に
も
上
下
が
あ
り
根
元
を

下
に
し
、
伸
び
た
方
を
上
に
使
う
こ
と
に
よ
り

耐
久
力
を
増
す
と
の
事
。
板
を
使
用
す
る
に

も
表
裏
が
あ
る
な
ど
：
•
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
と

こ
ろ
に
繊
細
な
気
配
り
が
さ
れ
て
い
る
▼
伊

勢
の
神
宮
で
は
式
年
遷
宮
が
二
十
年
に
一
度

行
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
建
物
を
新
し
く
す
る

だ
け
で
な
く
神
宝
か
ら
装
飾
品
ま
で
全
て
が

新
調
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
技
術
の
伝
承
を
保

つ
為
に
二
十
年
と
い
う
目
安
に
な
っ
て
お
り

建
物
の
耐
久
性
の
問
題
で
は
な
い
。
後
世
に

技
術
を
伝
承
さ
せ
る
こ
と
に
重
要
な
意
味
を

持
っ
て
い
る
▼
こ
の
技
術
の
伝
承
を
大
事
に

し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
資
源
が
な
い
日
本
は

物
作
り
の
技
術
の
高
さ
で
今
ま
で
成
長
を
続

け
、
世
界
を
リ
ー
ド
し
た
歴
史
が
あ
る
。
し
か

し
コ
ス
ト
削
減
で
工
場
も
次
々
と
海
外
に
移

さ
れ
日
本
が
誇
る
職
人
技
が
失
わ
れ
、
国
内

の
技
術
会
社
は
次
々
と
倒
産
の
危
機
に
追
い

込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
職
人
技
を
失
う
と
日

本
は
益
々
衰
退
す
る
よ
う
に
感
じ
る
。
（
葦
）

5月祭事暦
つきなみ

毎月 1 ・ 15日月次祭
午前10時～
高宮祭
第二宮・第三宮祭
宗像護国神社祭(1日）

午前11 時～
総社祭
浦安舞奉奏(1日）
豊栄舞奉奏(1 5 日）

5日五月・浜宮祭

午前10時30分～浜宮祭
於＝宗像市神湊浜宮

午前11 時～五月祭
於＝宗像市江口五月宮

27日沖津宮現地大祭

午前7時大島港出港
於＝沖ノ島・沖津宮

装束店 〒 600-8503 京都市下京区油小路通六条上る
神具・装束・授与品 フリーダイヤル 0120-075-980

令井 冷福岡店宣言）！開。門慧ば喜1-12-10-401

授与品店〒 601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23
フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

憶式会社ク江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 電話(Qq4Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www. munakata-taisha.or.jp/ 
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覚

の
を
」
と
い
う
奉
賛
会
の
思
い
の
一
渡
し
式
が
行
わ
れ
、
報
道
関
係
者
一
参
内
の
旨
を
言
上
、
同
掌
典
長
を

も
と
、
丹
誠
込
め
て
調
製
さ
れ
、
磯
一
が
取
材
す
る
中
、
機
内
へ
と
運
ば
一
通
じ
て
賢
所
に
献
上
申
し
上
げ

の
香
も
芳
し
い
濃
緑
の
見
事
な
若
：
れ
た
。

布
で
あ
っ
た
。
ー
搭
乗
時
に
は
同
便
で
上
京
す
る
一
続
い
て
、
宮
内
庁
長
官
羽
毛
田

上
京
当
日
の
朝
に
は
本
殿
に
お
二
来
客
に
、
記
念
品
と
し
て
張
子
の
」
信
吾
氏
へ
挨
拶
に
伺
い
、
次
い
で

い
て
献
上
奉
告
祭
が
斎
行
さ
れ
、
＿
縁
起
物
が
手
渡
さ
れ
、
一
行
は
空
」
侍
従
職
石
田
浩
昭
氏
を
通
じ
天

杉
箱
に
納
め
ら
れ
た
若
布
を
持
っ
一
路
東
京
へ
と
向
か
っ
た
。
一
皇
・
皇
后
両
陛
下
へ
献
上
申
し
上

て
出
社
し
た
。
福
岡
空
港
で
は
献
一
献
上
当
日
は
午
前
十
時
、
高
向
：
げ
た
。
宮
殿
に
て
高
向
宮
司
が
記

上
者
を
は
じ
め
、
例
年
若
布
を
運
一
宮
司
、
随
行
神
職
、
海
洋
神
事
奉
賛
一
帳
後
、
宮
中
三
殿
参
拝
の
栄
に
俗

ん
で
い
た
だ
く
全
日
本
空
輸
株
式
会
よ
り
権
田
仁
八
郎
氏
、
田
志
覚
ー
し
宮
中
で
の
献
上
の
儀
を
滞
り
な

会
社
の
方
々
が
見
守
る
な
か
、
当
氏
と
東
京
で
お
世
話
を
し
て
い
た
：
く
終
え
た
。

社
巫
女
よ
り
客
室
乗
務
員
へ
の
手
し
だ
い
て
い
る
出
光
興
産
闊
社
員
の
一
宮
中
を
辞
し
た
一
行
は
赤
坂
御

計
五
人
が
、
坂
下
門
か
ら
[
川
地
へ
向
か
い
ヽ
東
宮
侍
従
大
谷

宮
中
へ
参
内
。
圭
介
氏
・
中
村
久
之
氏
を
通
じ
て

掌
典
長
手
塚
英
臣
氏
に
皇
太
子
・
同
妃
両
殿
下
へ
献
上
申

高
向
宮
司
が
若
布
献
上
で
し
上
げ
、
更
に
三
笠
宮
付
宮
務
官

『
補
宮
浦
健
二
氏
を
通
じ
て

謬
三
笠
宮
家
へ
も
献
上
申
し

中
上
げ
た
。
：
を
無
事
終
え
た
。
：
本
空
輸
闊
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
に

こ
こ
に
宗
像
大
社
並
び
]
尚
‘
本
年
の
若
布
献
上
に
際
し
、
ー
は
紙
面
を
も
ち
ま
し
て
厚
く
御
礼

奉
に
海
洋
神
事
奉
賛
会
の
春
一
格
別
の
御
支
援
を
賜
り
ま
し
た
出
申
し
上
げ
ま
す
。

の
重
儀
「
若
布
献
上
の
儀
」
一
光
興
産
闊
、
全
日
・
，
＼
＼
―
t

1

「
-
,
竿
，

9

ぶ
ー
宗
像
大
社

高
向
正
秀

布
~

一
権
禰
宜
壱
岐
貴
寿

一
鐘
崎
漁
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長
権
沿m
Fi
ハ
盆
即

宗
像
漁
業
協
同
組
合

大
島
支
所
長
田
志

高
崎
市
の
お
生
ま
れ
、
早
稲
田
大
を

卒
業
後
、
都
議
会
議
員
を
二
期
務
め

境
内
の
桜
も
見
頃
を
迎
え
た
四
：
ら
れ
、
そ
の
後
東
京
十
一
区
よ
り
選

月
四
日
夕
刻
、
衆
議
院
議
員
の
下
村
：
出
さ
れ
内
閣
官
房
副
長
官
、
文
部
科

博
文
氏
が
参
拝
さ
れ
た
°
·
学
大
臣
政
務
官
、
法
務
大
臣
政
務
官

当
日
は
公
務
に
て
来
福
さ
れ
て
：
な
ど
を
歴
任
さ
れ
て
お
り
、
現
在
自

お
り
急
遠
参
拝
の
運
び
と
な
っ
た
·
由
民
主
党
政
務
調
査
会
副
会
長
の

一

が
、
到
着
後
す
ぐ
に
拝
殿
重
責
を
担
わ
れ
国
政
の

に
昇
殿
さ
れ
心
願
成
就
祈
＇
場
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

•• 

願
祭
が
執
り
行
わ
れ
た
。
ュ
特
に
教
育
分
野
に
お

祭
典
後
、
高
向
宮
司
が
い
て
力
を
発
揮
さ
れ
て

境
内
を
案
内
、
幾
多
の
多
一
ぉ
り
、
著
書
も
多
く
「
多

忙
な
公
務
の
中
念
願
の
参
・
様
性
の
あ
る
教
育
」
を
す

拝
に
僅
か
の
時
間
で
は
あ
t
る
必
要
性
を
説
き
教
育

っ
た
が
、
当
大
社
の
由
緒
・
説
明
に
の
再
編
に
精
力
的
に
活
動
さ
れ
て

熱
心
に
耳
を
頓
け
ら
れ
、
感
銘
の
rJ
 

:
い
る
。

様
子
で
あ
っ
た
。
下
村
博
文
氏
の
今
後
益
々
の
御

同
氏
は
昭
和
二
十
九
年
群
馬
県
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。



3
 

第591 号（昭和36年5月 10日第三種郵便物許可毎月 1 日発行） 号ミ MUNAKATA 像 平成22年5月 1 日土曜日

―
つ
け
い
君
」
の
着
ぐ
る
み
と
の
記
念

撮
影
も
行
わ
れ
た
。

i
今
回
の
県
民
運
動
の
重
点
項
目

ン
が
行
わ
れ
、
当
大
社
か
は
、
①
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ

ら
も
神
職
一
名
に
巫
女
四
·
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

名
が
出
向
し
安
全
運
転
を
し
い
着
用
、
②
自
転
車
の
安
全
利
用
、

呼
び
か
け
た
。
」
③
飲
酒
運
転
の
撲
滅
で
あ
る
。

当
日
は
午
前
十
時
に
集
宗
像
警
察
署
管
内
で
は
十
日
ま

合
、
宗
像
警
察
署
の
安
部
]
で
に
、
人
身
事
故
で
二
四
三
件
（
前

一
文
交
通
課
長
か
ら
挨
拶
年
同
期
二
六
七
件
）
の
交
通
事
故
が

と
説
明
が
行
わ
れ
、
さ
っ
·
発
生
。
死
者

0
人
（
一
人
）
、
三
四
一

そ
く
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
人
（
三
四
四
人
）
と
前
年
同
期
を
下

に
入
っ
た
。
参
加
者
は
サ
回
っ
て
い
る
。
三
年
前
に
比
べ
れ
ば

ニ
ニ
口
t
l
詞
田
真

春
の
交
通
，
＇
民
運
動
（
四
月
―

:
0
汀
汀

六
ー
十
五
日
）
に
伴
な
い
、
神
郡
宗
·
交
通
安
全
の
御
神
徳
で
知
ら
れ

像
で
も
四
月
十
日
宗
像
市
く
り
え
：
る
当
大
社
の
御
守
は
好
評
で
あ
り
、
一

い
と
の
大
型
商
業
施
設
で
、
宗
像
警
巫
女
ら
の
周
り
に
は
大
勢
の
人
だ
~

察
署
、
宗
像
交
通
安
全
協
会
、
宗
像
·
か
り
が
で
き
る
ほ
ど
で
、
わ
ず
か
四
．

地
区
安
全
運
転
管
理
者
等
協
議
会
、
．
十
分
で
予
定
の
三
百
体
を
配
り
終
]

宗
像
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
．
え
た
。
ま
た
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
で
．

員
協
議
会
な
ど
関
係
団
体
か
ら
約
：
は
、
白
バ
イ
や
パ
ト
カ
ー
に
乗
っ
た
[

六
十
名
参
加
し
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
．
り
、
福
岡
県
警
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
ふ

春
の
交
通
安
全
寺
ャ
ン
ペ
ー
ン

S

大
型
商
業
施
設
で
実
施

s

ヽ
循

四
月
三
日
、
春
麗
ら
か
な
陽
気
·

の
中
、
春
季
恒
例
の
神
賑
行
事
で

あ
る
奉
納
吟
詠
大
会
（
主
催

1
1

鶴

洲
流
、
宗
家
1
1

河
野
鶴
磐
）
が
開
催
．

さ
れ
た
。

こ
の
奉
納
は
昭
和
五
十
一
年
か

ら
だ
が
、
昨
年
は
初
代
宗
家
・
河
野
~

鶴
洲
氏
逝
去
（
平
成
二
十
年
十
月
）
]

の
為
見
合
わ
さ
れ
た
。
~

今
年
は
二
代
宗
家
を
襲
名
さ
れ
~

た
河
野
鶴
磐
氏
が
、
北
九
州
地
区
i

を
中
心
と
し
た
会
員
約
六
十
五
名
．

と
と
も
に
参
集
、
正
式
参
拝
並
び
~

奉
納
合
吟
が
奉
仕
さ
れ
た
。
·

松
口
月
城
先
生
奉
納
の
「
宗
像

宮
」
が
、
大
前
で
会
員
一
同
に
よ
り

合
吟
さ
れ
る
と
、
多
く
の
参
拝
者

が
そ
の
美
声
に
聴
き
入
り
暫
し
足

を
止
め
深
い
感
銘
を
受
け
る
様
子

が
み
ら
れ
た
。

献
吟
後
、
一
同
は
清
明
殿
へ
と

移
動
し
式
典
が
開
会
さ
れ
、
三
十

年
以
上
に
亘
る
初
代
宗
家
・
河
野

鶴
洲
氏
に
当
大
社
高
向
宮
司
よ
り

感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
会
員
各
々
が
順
次
日

頃
鍛
え
た
自
慢
の
喉
で
吟
題
に
沿

っ
た
吟
詠
が
披
露
さ
れ
た
。

河
野
鶴
洲
氏
略
歴

昭
和
二
年
、
北
九
州
市
生
ま
れ
。
昭
和
十

五
年
、
関
西
吟
詩
師
範
の
竹
中
大
洲
先
生

に
師
事
、
翌
年
鶴
洲
の
吟
号
を
授
与
さ
れ

る
。
昭
和
三
十
年
、
鶴
洲
吟
詠
会
を
設
立

し
鶴
洲
流
鶴
洲
詩
吟
会
の
宗
家
会
長
と
な

る
。
北
九
州
市
教
育
文
化
功
労
賞
、
福
岡
県

教
育
文
化
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
る
。
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行で桜
さはは四
れあ開月

げ；嘉：
にが胃日
も春七の
か季分両
か大咲旦
わ祭き境
らがの内
ず斎中の

午 つ多
前四た＜

涌--—·—-―氏
な奉に海方を宮の 幣氏を上穣皇宮本が舞舞職部職
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なら'--生に埜振り存たが祐子詞穀護高立代浦風副艇下贔 賑
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やがにい が員通 さ族を族連豊は 斎の下宮 品に対後大二 安
かか‘茶て午祈皆安同れ並おが合彦岡宗行祭各索そが西しに漁日翌絵
くに南道献餞念様全刻たび慰参会氏岡像さ場神像の贈 功は満祭二巻
し御坊を茶ーさの講儀゜にめ列長宗県護れへ職護後呈大労海足が日が
て應喜学祭時れ今社式 両申すを像護国な進 さ社の洋が斎 lょ繰
日塁獣夕胄忍〉な門累唇 翡占孟ぜ幅国神 在貫鳳喜悶合ど塁塁り↑芯
間披紗鼻わ lょ 年斎於 のる、め津『悶 各者社、。感た奉され前げ
に露さ れ、 の行い 弥と護多両 所が；鋼 謝会賛れ洞＋ら
亘しば大日本 交さて 栄北国く市宮季 でそ、五 状員会た上ーれ
るたき社頃殿 通れは が;.... ‘ののの国大 春れ宮、 と＋事。安時た
春゜も巫熱に 安、、 祈'-‘英こ、遺田祭 祭ぞ司第 記二業祭全よ゜
季 爽女心於 全講交 念遺霊遺族村で がれ以三 念名に典、り

~. _ｫ:::,,_ -•一し．．｀：．…•履扇．．．．．忍•••••西..··~·........…••天••••天―

夷←なし、仮］が虫大三こ神祭
一 人生：行干社十の事も

ムぅわし所年春も無
々きえれし蔵代季滞事

；甘芯冨儡喜互晶胃
したに神住でくさ

魯保ほ ... o 公宝ーぁ終れ
な雙：五厚舌腐嘉［春
つきえをる文期、たの
てと秋祭書に昭゜一

いくを大もしに
るの岩塁昔か伴昭
゜人け も耳い和

ぷ贔闊ぶ E 保呈
境目 lょ保な存九
内の、存く会年
に季神会なのの
足節郡＾つ呼宝
をと宗現っ称物
連し像 11 がも殿
んてに春、い竣
で多春季今つエ

春
季
大

斎
行

い
ほ
花
田
祐
輔
（
福
津
市
渡
）

冒
E
-
[
9合
西
『
·
-

（
舞
方
）
（
歌
方
）

吉
田
光
利
石
津
典
秀

清
水
陽
介
吉
田
敏
幸

中
野
久
志
中
野
正
徳

松
井
徳
一
郎
福
崎
武
志

挫
竺
委
臣

高
向
紘
子
（
玄
海
中
二
年
）

北
原
あ
か
り
(
f
f
)

谷
口
姫
奈
(
f
f
)

永
島
晴
奈
(
f
f
)

9

t
i
と
竺
主
直
全
菩
四
』
四
合
ヂ

a


花
田
経
広
（
宗
像
漁
協
•
本
所
）

永
島
義
和
（

沖
西
克
己
（
同
・
大
島
支
所
）

船
越
信
幸
(
f
f

児
島
恒
治
（
同
・
地
島
支
所
）

山
下
康
生
(
f
f

田
畑
勝
博
（
同
•
福
間
支
所
）

広
渡
和
幸
(
f
f

井
上
靖
碁
（
同
・
津
屋
崎
支
所
）

魚
住
昌
宏
(
f
f

北
野
一
広
（
鐘
崎
漁
協
）

権
田
美
幸
(
f
f
)
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d

q
;
q
9
ゞ
v

J

,
1

切
b
涵
箭
―

平
成
二
十
二
年
度

祐
口
悛
員
会

中
野
健
介
氏

吉
武
政
和
氏

中
野
正
利
氏

花
田
清
巳
氏

岩
佐
剛
氏

た
0

i
目
が
行
き
届
き
に
く
い
と

現
在
境
内
に
は
身
障
者
]
い
っ
た
防
犯
上
の
観
点
か

用
を
含
め
計
四
ヵ
所
の
ト
一
ら
も
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。

三
月
二
十
三
日
、
勅
使
館
：
イ
レ
あ
る
が
、
最
も
多
く
の
一
そ
の
結
果
、
女
性
や
障
害

に
て
平
成
二
十
二
年
度
の
一
参
拝
者
が
利
用
さ
れ
る
第
；
者
の
方
に
も
利
用
し
や
す

定
例
責
任
役
員
会
が
開
催
―
―
駐
車
場
に
隣
接
し
た
卜
；
ヽ
、
景
観
を
損
な
わ
ず
参
拝

さ
れ
、
平
成
二
十
二
年
度
予
i
イ
レ
の
老
朽
化
が
激
し
く
、
i
者
か
ら
も
見
付
け
や
す
い

算
案
と
老
朽
化
し
た
ト
イ
]
渭
潔
で
美
し
い
ト
イ
レ
の
」
場
所
を
選
定
し
た
計
画
案

レ
の
建
て
替
え
が
審
議
さ
]
要
望
が
以
前
よ
り
高
か
っ
i
が
役
員
会
に
提
出
さ
れ
た
。

れ
承
認
さ
れ
た
°
：
た

0

f
予
定
で
は
早
急
に
入
札

当
大
社
の
神
苑
は
今
か
一
今
回
の
建
て
替
え
計
画
を
行
っ
て
業
者
を
選
定
し

ら
約
四
十
年
前
の
昭
和
四
で
は
、
従
来
の
ト
イ
レ
の
場
て
工
事
に
取
り
掛
か
り
、
十

十
六
年
に
大
規
模
な
造
営
一
所
が
表
参
道
よ
り
少
し
奥
二
月
中
に
は
竣
工
さ
せ
、
新

事
業
が
完
了
し
、
ほ
ぼ
今
日

□
ま
っ
た
場
所
に
あ
り
見
付
年
に
間
に
合
わ
せ
る
予
定

の
境
内
環
境
が
整
え
ら
れ
：
け
に
く
い
、
管
理
す
る
側
も
[
で
ぁ
る

o

生
＿
マ
グ
図
奉
納

i
三
月
二
十
七
日
、
和
歌
山
県
の
南
端
、
三
重
県
と

一
の
県
境
に
位
置
し
、
マ
グ
ロ
や
サ
ン
マ
等
の
遠
洋

一
漁
業
の
碁
地
と
し
て
知
ら
れ
る
那
智
勝
浦
漁
協
よ

一
り
、
は
え
縄
漁
で
捕
ら
れ
た
約
三
十
キ
ロ
の
キ
ハ
ダ

―
マ
グ
ロ
が
奉
納
さ
れ
た
。

一
神
職
二
人
が
か
り
で
す
ぐ
に
御
神
前
に
奉
納
し

~
奉
告
祭
を
斎
行
、
勝
浦
漁
協
の
皆
様
の
航
海
安
全

ー
と
豊
漁
が
祈
念
さ
れ
た
。

~
こ
の
マ
グ
ロ
は
四
月
一
、
二
日
の
春
季
大
祭
時

~
の
直
会
で
振
る
舞
わ
れ
、
参
列
者
ら
か
ら
は
思
わ

i
ぬ
恩
恵
に
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
い
た
。

i
勝
浦
漁
協
の
皆
様
の
、
今
後
益
々
の
御
健
勝
と

I
I
I
I
I
I
I
I
I
Ii
御
発
展
を
心
よ
り
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

た
い
い
い
木
終
了
後
、
斎
館
ロ
ロ
〗
い
『
『
口
」
パ
[
-
]
ど
『
ふ

で
二
十
一
年
度
を
以
っ
て
申
し
上
げ
た
。
一

1
l
[
い
乳

-

[

I

 

三
月
二
十
九
日
春
季
大
i
退
任
さ
れ
る
五
名
の
総
代
―
退
任
さ
れ
ま
す
皆
様
の
一

P
'

9
,
”
『
i
_

祭
総
代
奉
仕
の
折
り
に
、
当
．
の
方
々
に
感
謝
状
と
記
念
一
こ
健
勝
と
こ
多
幸
を
心
よ
一
：
い
『

l
-

大
社
よ
り
二
十
一
年
度
を
品
の
授
与
が
行
わ
れ
、
当
大
り
こ
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
i

-
l
-
年
-
`
•

汀
且
[
[
コ
日
汀
一
ぎ

呈
式
が
行
わ
れ
た
。
ざ
い
ま
し
た
。
総
代
の
任
期
一
‘
_
i
-
-
L
o
a
~
s

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
は
終
了
し
て
も
、
宗
像
大
社
一
ご
汀

午
前
八
時
三

0
分
よ
り
地
·
の
氏
子
に
変
わ
り
は
あ
り
・

1
,J.-

元
総
代
、
協
力
会
の
方
々
に
ま
せ
ん
。
今
後
も
一
氏
子
と
一
，
．
が
i
J

こ
参
集
い
た
だ
き
、
春
季
大
一
し
て
大
社
の
諸
行
事
へ
の
一

祭
に
向
け
て
境
内
各
所
の
一
参
加
、
協
力
を
お
願
い
し
た
i

諸
準
備
等
の
こ
奉
仕
を
い
一
い
」
と
挨
拶
し
た
。
そ
の
後
一
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武
蔵

里
穂

（
中
央
中
）

（
玄
辰
館
）

春
四
月
四
日
春
季
恒
例
の
剣
道
大

会
が
、
玄
海
中
学
校
体
育
館
に
て

行
わ
れ
た
。

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
午
前

九
時
の
開
会
式
に
は
参
加
者
（
小

中
学
生
）
・
審
判
員
・
父
兄
ら
多
く

の
人
ら
が
体
育
館
に
集
合
、
一
同

神
職
よ
り
お
祓
い
を
受
け
宗
像
大

ー
一
お
い
て
正
式
参

一
ー
拝
し
宗
像
大
社

—-—-

氏
子
青
年
会
、

：
社
を
遥
拝
し
た
。
そ
の
後
日
本
剣
一
春
の
陽
気
に
包
ま
れ
た
四
月
四
i
が
催
さ
れ
今
年
で
四
年
目
と
な
ボ
ー
イ
ス
カ

]
道
形
・
居
合
の
模
範
演
舞
が
行
わ
一
日
、
鎮
国
寺
花
ま
つ
り
の
稚
児
行
一
る
。
ウ
ト
に
よ
る

れ
た
。
又
模
範
演
舞
終
了
後
大
社
二
列
が
行
わ
れ
た
。
宗
像
大
社
よ
り
鎮
国
寺
ま
で
誘
導
・
警
護
の

．
へ
移
動
し
居
合
の
奉
納
が
行
わ
れ
―
こ
の
「
花
ま
つ
り
」
は
宗
像
観
光
．
の
約
一
キ
ロ
を
宗
像
市
内
外
の
稚
も
と
約
三
百

た
。
一
協
会
が
主
催
し
、
三
月
二
十
九
日
児
約
―
二

0
名
を
含
む
延
べ
三
百
名
の
大
行
列

試
合
が
始
ま
る
と
、
日
頃
稽
古
ー
ー
四
月
二
十
八
日
ま
で
の
一
ヶ
月
名
が
参
加
し
た
。
当
日
は
快
晴
に
は
鎮
国
寺
へ
と
向
か
っ
た
。

で
鍛
え
た
成
果
を
発
揮
し
よ
う
一
間
開
催
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
子
恵
ま
れ
汗
ば
む
程
の
陽
気
の
中
、
多
様
な
花
が
咲
き
乱
れ
る
境
内

：
と
、
掛
け
声
を
張
り
上
げ
て
相
手
一
供
達
に
両
寺
社
を
身
近
に
感
じ
て
i
続
々
と
稚
児
達
が
参
集
、
当
社
斎
に
到
着
す
る
と
恒
例
と
な
っ
た
玄

に
挑
む
姿
が
印
象
的
で
あ
っ
i
ほ
し
い
と
、
期
間
中
お
釈
迦
様
の
館
に
て
稚
児
衣
装
に
身
を
整
え
界
高
校
邦
楽
部
に
よ
る
太
鼓
演

た
。
団
体
戦
で
は
自
由
ヶ
丘
中
一
誕
生
日
で
あ
る
四
月
八
日
に
近
い
．
た
。
午
前
十
一
時
、
当
大
社
本
殿
に
．
奏
・
表
千
家
三
上
宗
生
祥
氏
に
よ

学
校
・
城
山
中
学
校
が
男
女
共
一
日
曜
日
に
合
わ
せ
こ
の
稚
児
行
列
[
F
!
r

る
野
点
、
玄
海
料
理
人
会
に
よ

に
三
位
以
内
に
入
る
な
ど
、
健
，
＇
ヨ
る
特
製
振
舞
い
鍋
等
に
加
え

闘
を
み
せ
た
。
約
五
時
間
に
亘
餅
撒
き
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
が

' 

る
熱
戦
も
午
後
二
時
に
は
幕

1
催
さ
れ
、
両
社
寺
の
春
の
一
日

を
閉
じ
、
自
分
の
力
を
出
し
切
．
は
大
い
に
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

っ
た
清
々
し
い
表
情
で
体
育

館
を
あ
と
に
し
た
。

小
学
生

一
年
田
中

二
年
井
上

三
年
山
田

四
年
山
口

五
年
阿
部

六
年
安
永

中
学
生

男
子
新
垣

女
子
河
野

祐
次
郎
（
南
郷
）

夏
実
（
河
東
西
）

大
樹
（
自
由
ヶ
丘
）

楓
斗
（
河
東
西
）

良
我
（
赤
間
西
）

菜
摘
美
（
玄
海
）

鎮
国
寺
抱
ま
つ
り

S

宗
像
大
社
S

鎮
国
寺
を
約
一
＿
＿00
名
が
大
行
列
S
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民れ化画
り＼：りはてと＾戦
、、：酔＜狂閾翌
ーいる。椅記贔
動緒戦録を
員戦の直目
さの様も的
れ大子、と
た勝が戦し
画利あ局た
家にらの戦
達国わ悪争

てにらたも
ーく転急£蓮

亨諏窃死畔！ピニー特地戦ュ勝
る。ぷ唇輩日

十利
り局にるグ豪描 l 闘藤〇 ら悪に家序を母ウ＋匹況七の
かの画量ル軍いギ←敬部藤わ化も達曲失四エ七巖目年報
け厳家く肉とた二は、の隊田れがぞのでな艦 l
てした暗弾のもァ共薔の嗣て如の作あいと海悶畠化且唇
羞‘さgぃ戦ジ摩戦に林儡鷹ぷ実戦品っ敗航戦ミいし、攻驚
。を、色でャ、線二の一ー。に局のな北空はツら防撃喜
語戦調あン英をユ死佐〇 あの中画の機空ドれ禦かし

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••···•••••••••••••···•···················••·•·•·••·•·••··•••·····•········••·••··•·•···•··•·•··••··•••·•••··························································· 

戦共局るえ力等郎ル田な戦七感み長逐受最い海島隊八
闘にの°がナはの言嗣＜゜年がかと艦け後た戦玉の百絵
場凄悪軍ぃルガ面虚茫ー補の漂わ退に航まがの砕奮ニハ
面惨化はて戦夕渇っ本嘉瓜給ガっす去沈行で‘大言戦のガ
をなと戦いをルー三一息麿ダて面将め不奮四敗海――

｀昌；i [ }]: : [ [ lE:  ] [ i [ : ] 
ダ戻てルと良の雙りが冨儡¢竺‘関
虔ヵ'-5 食戦共は盃骨味攻飛さウア大、
、糧もに悲を．方撃龍れエッ津橋

ナ藤が苦十愴＜艦駆をはて l ツ部本
•••••·••·····•··•••••••••••••••••••••••••·········••••••••••·•··•••••••••••·••·••·••••·•••·•••••••··••••····· 

村ま絵は面き驚た傷術家寝満みが定価 l は意最つ国

団互 9 嬰翌：贔翡上麿霜ミ食ぷ乳言玄ぶい醤後；、翌
のいろ元の面の兵も品る画よるつ姿つまの玉る見
5 もしのよを血が高か裸面ぃ。な勢きなバヽ砕。せ

画 美と肯争も描な夕悶j $ ；門よ丞岱贔塁琶紅嘉摩ぱ喜畠喜累冒巖
は敗術思定画ぁか全パぁとも、 れ溜のう描れ力実ヵ、大うろっ目も後
米戦迂うと肯るれ力）レるめぁ戦たのまがほいがと際ね東。めたに血の
国後惟二は定のたをー半上る意宮姿り多どてソ臨のな亜こた戦つ戦決
に、雄戦別とだ代絞の面げ。高本をにいだいフ場作い戦れい争く死意
接戦ー争物戦。表つよ、た御揚三み写。。たア感品と争をイ画-,°闘を
収争 とだ争戦作てう中つ用と郎てつ負技画ににを腰肯評メに戦・迫

·····················•············································································································································································································································-

争ル事堺あで をからにも的場太パで 公味き五展に与そ
の戦件豊るは戦願らなもあに面平ガあこ開もも七示収さの
尺ビか三夭是争つ学い通る高が洋ンりれすなの点さ蔵れ後
ルら郎社も画てぶ人ずそ゜＜描戦ダ果らべいで全れ‘
をマ徐氏の書にやこもるし評か争だ側戦きー＾作て補現米
靡作雙；神い触まとそ戦て価れのけで争だま米品ぃ修在国
し戦繭る宝てれなゃれ争過さて歴でぃ画とた側がるを国側
,'-、。館おたり読ぞを去れい史なーは思一が返とし立か

た参ガノにき機 みれ のてる的＜凧作う堂接還ぃて近ら
し：加ダモおた会 取が嬰合いま。閏天な戦゜に収さぅ数代無
しルンらいに るこ人戦るた、東る記 集すれが点美期
たカハれ人次 この、絵も美戦亜プ録 めるる、ず術限
戦ナンたが号 と絵知巻の術闘・ロ画 て意ベーつ館貸

（続）
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い
し
い
た
だ
し

勝つてくるぞと勇ましく
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宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

赤
き
服
た
め
ら
い
つ
つ
も
着
て
お
り
ぬ
今
年
ま
で
よ
と
心
に
定
め
て

加
齢
と
共
に
一
っ
づ
つ
失
せ
て
ゆ
く
夢
、
で
も
お
洒
落
す
る
こ
と
は

口
長
寿
に
通
じ
ま
す
。
お
気
に
入
り
の
服
は
い
つ
ま
で
も
着
て
下
さ
い
。

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

三
本
を
束
ね
て
高
き
煙
突
の
煙
は
流
る
る
洞
涌
湾
へ

脱
公
害
と
省
エ
ネ
の
象
徴
の
よ
う
な
煙
突
か
、
洞
海
湾
の
固

口
有
名
詞
が
作
品
に
ひ
ろ
が
り
を
与
え
て
い
て
透
逸
゜

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊

紅
梅
の
村
社
へ
む
か
ふ
登
り
坂
神
話
の
な
こ
り
の
こ
と
き
残
雪

下
句
の
フ
レ
ー
ズ
は
新
鮮
で
素
晴
ら
し
い
。
で
も
折
角
の
フ
レ
ー
ズ

口
も
村
社
で
は
生
き
な
い
の
で
は
、
詩
的
真
実
と
し
て
翫
と
し
た
い
。

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子

州
知
事
に
抱
き
上
げ
ら
れ
て
祝
福
の
中
村
哲
氏
の
写
真
に
見
入
る

ロ
鱈
L言
t
t
h
い
g
f
p
疇
口
賢

”
]
0
を
張
り
地
に
着
い
た
援
助

北
九
州
市
八
幡
西
区
吉
田
ウ
ト
子

満
開
の
緋
桜
映
し
笑
み
ゐ
た
る
手
鏡
み
が
く
父
の
忌
め
ぐ
り
来

田
か
つ
て
の
病
床
で
の
父
の
姿
で
あ
ろ
う
。
結
句
は
「
今
日
を
」
と
す
っ
き
り
述
べ
た
い
。

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

メ
タ
ボ
だ
と
自
覚
の
あ
る
や
池
の
鯉
参
拝
客
の
来
る
前
に
跳
ぶ

飼
わ
れ
て
丸
々
と
太
っ
た
鯉
、
鯛
に
は
鯉
の
理
由
が
あ
っ
て
跳
ね
る
の
だ
が
、
そ
れ
も

口
｀
対
策
で
は
と
し
た
処
に
一
種
の
お
可
笑
味
が
あ
る
。
「
来
る
」
は
「
翠
ぬ
」
で
は
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子

着
陸
の
体
勢
に
入
る
子
の
操
縦
展
望
台
よ
り
見
届
け
て
来
ぬ

変
っ
た
歌
材
だ
が
、
述
べ
方
が
ゴ
タ
ゴ
タ
し
て
い
る
（
着
陸
の
体
勢

口
に
今
入
り
た
る
は
子
の
操
縦
な
り
見
守
り
て
ゐ
る
）
は
い
か
が
。

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

障
子
を
ば
あ
け
れ
ば
庭
を
つ
つ
つ
つ
と
く
ろ
つ
ぐ
み
去
る
藪
柑
子
へ
と

黒
鶉
の
動
き
を
よ
く
と
ら
え
て
い
る
が
、
初
句
の
「
を
ば
」
は
耳
障
り

口
な
の
で
「
明
障
子
」
と
し
、
「
去
る
」
は
「
走
る
」
と
し
た
い
が
如
何
゜

・

1
,
9
!' 

且
八
五
回

峰
慶
社
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日
メ
切

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

鉄
琴
を
叩
け
ば
響
く
「
故
里
」
を
日
ず
さ
み
ゆ
く
メ
ロ
デ
ィ
の
橋

田
旅
で
の
一
場
面
か
、
す
っ
き
り
と
詠
わ
れ
て
い
る
。

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

病
癒
へ
咲
き
盛
り
ゐ
る
河
沖
桜
妻
と
連
れ
だ
ち
雨
の
中
見
る

こ
れ
も
旅
の
歌
。
「
咲
き
盛
り
ゐ
る
」
と
詠
っ
て
い
る
の
で
結

口
旬
の
「
見
る
」
は
不
要
で
「
行
く
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

や
ぶ
椿
の
紅
き
一
り
ん
を
手
折
り
た
り
手
造
り
の
壷
ひ
き
た
た
せ
む
と

田
ゃ
さ
し
い
風
流
心
で
あ
る
。
三
句
は
「
手
折
り
き
ぬ
」
も
考
え
ら
れ
る
。

宗
像
市
田
野
森
甲
子

朝
の
庭
白
と
朱
色
の
木
瓜
の
花
こ
ぼ
れ
咲
き
を
り
雨
に
ぬ
れ
つ
つ

田
言
あ
る
雨
で
あ
る
。
「
こ
ぽ
れ
咲
き
」
は
、
は
み
出
す
租
の
満
開
の
意
で
あ
る
。

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

行
き
摺
り
の
人
の
引
く
犬
吠
え
も
せ
ず
短
か
き
足
に
て
近
寄
り
て
く
る

作
者
の
持
つ
犬
の
イ
メ
ー
ジ
（
大
き
て
退
し
い
）
と
違
っ
た
短

口
足
の
マ
ル
チ
ー
ズ
だ
ろ
う
か
、
だ
か
ら
歌
が
生
れ
た
の
だ
ろ
う
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
遠
藤
幸
子

見
わ
た
せ
る
河
原
を
黄
に
染
む
菜
の
花
の
甘
き
か
ほ
り
に
い
ざ
な
は
れ
行
く

「
見
わ
た
せ
る
」
の
完
了
形
と
、
こ
れ
か
ら
「
行
く
」
の
時
間
空

口
間
が
合
わ
な
い
の
で
「
遠
賀
川
川
原
を
染
め
る
」
と
し
た
い
。

福
岡
市
中
央
相
良
公
子

白
球
を
追
ひ
て
野
山
を
か
け
め
ぐ
り
と
き
放
た
れ
て
心
軽
や
か

白
球
は
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
と
考
え
る
が
、
と
す
る
と
「
野
山
」
は

-
“
コ
且
゜
汀
冨
汀
言
ピ
員
言
」
し
豆
。

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

四
十
路
前
夫
の
教
え
子
還
暦
を
迎
え
し
今
は
面
影
も
な
し

「
四
十
路
前
夫
の
」
は
「
四
十
路
前
の
夫
の
」
か
「
四
十
年
前
に

口
夫
の
」
か
判
ら
な
い
の
が
残
念
。
助
詞
は
大
切
で
あ
る
。

福
岡
市
南
区
柏
原
加
野
シ
ノ
ブ

七
分
咲
き
桜
の
花
も
咲
き
そ
め
て
球
児
の
声
や
高
く
響
き
ぬ

「
七
分
咲
き
」
と
「
咲
き
そ
め
」
は
時
期
的
に
お
か
し
い
の
で
（
七
分
咲
き
の

口
桜
と
な
り
し
公
園
に
球
児
の
声
の
高
く
ひ
び
き
く
）
と
す
べ
き
だ
ろ
う
。

曇
■．
畠
-.. 

た
っ
ぷ
り
と
涸
れ
た
る
庭
に
ま
た
も
雨
ド
イ
ッ
ク
ロ
ッ
カ
ス
花
と
な
り
た
り

雨
あ
と
の
屋
根
に
す
べ
り
し
大
鶉
あ
た
り
見
廻
し
止
り
直
し
ぬ

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
野
兎
の
き
て
遊
び
を
り
波
止
岬
国
民
宿
舎
の
タ
ベ

宗
像
市
武
丸
白
土
凌
一

雨
降
り
て
桜
お
そ
し
と
舞
う
蝶
や

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

御
所
言
葉
零
れ
さ
う
な
る
雛
納

宗
像
市
平
井
占
部
詩
子

う
づ
く
ま
る
象
の
背
な
め
く
枯
古
墳

当
大
社
「
沖
ノ

」
島
」
に
関
す
る

取
材
依
頼
は
、
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト

記
載
以
前
か
ら
年
間
を
通
し
て
あ
り
ま

し
た
が
、
最
近
多
い
の
が
パ
ワ
—
ス
ポ

ッ
ト
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
関
係
の
取
材

で
す
。
女
性
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
や
フ
リ

ー
ペ
ー
パ
ー
（
福
岡
が
発
祥
と
の
こ

と
）
、
四
十
ー
五
十
歳
男
性
誌
、
旅
行
誌

な
ど
で
す
▼
数
ペ
ー
ジ
を
割
き
神
社
特

集
や
神
社
仏
閣
特
集
で
掲
載
さ
れ
る
わ

け
で
す
が
、
当
大
社
に
お
い
て
は
沖
ノ

島
で
は
な
く
参
拝
可
能
な
辺
津
宮
を
中

心
に
、
0
0
神
社
の
こ
こ
が
す
ご
い
、

こ
の
御
守
を
受
け
る
ぺ
き
で
あ
る
と
い

っ
た
具
体
的
な
内
容
で
、
そ
こ
に
は
必

ず
監
修
者
が
つ
か
れ
ま
す
▼
そ
の
監
修

者
も
以
前
は
素
性
不
明
な
方
が
多
く
掲

載
を
お
断
り
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
最
近
は
テ
レ
ピ
で
お
見
か
け

す
る
著
名
な
方
や
、
時
に
は
神
社
本
庁

の
お
墨
付
き
を
い
た
だ
い
た
編
集
者
、

要
す
る
に
神
社
の
こ
と
を
よ
く
理
解
さ

れ
た
方
も
電
話
を
さ
れ
て
き
ま
す
▼
神

徳
宣
揚
の
立
場
か
ら
無
下
に
断
ら
ず
よ

く
精
査
す
る
わ
け
で
す
が
、
神
職
で
は

カ
バ
ー
で
き
な
い
部
分
を
一
般
の
方
々

に
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
に
思
え

ま
す
。
年
齢
性
別
問
わ
ず
、
多
く
の
皆
様

が
神
社
や
祭
り
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
（
塚
）

、
＋
回覧
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